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知
事
並
び
に
、
教
育

長
を
は
じ
め
と
し
た
教

育
委
員
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
県
立
学

校
の
教
育
の
充
実
の
た

め
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
７

月
６
日
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
（
以
下
高
Ｐ
連
）
の
渡
邉
会
長
を

は
じ
め
役
員
５
名
で
、
今
年
度
の
役

員
就
任
の
挨
拶
及
び
活
動
報
告
の
た

め
、
知
事
表
敬
訪
問
を
実
施
し
、
短

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
Ｐ
連

の
活
動
に
つ
い
て
、
知
事
と
率
直
な

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
の
活
動
の
取
組
と
し

て
、
一
目
で
本
会
と
分
か
る
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
生
徒
か
ら
募
集
し
、
最

優
秀
賞
に
当
時
国
府
高
校
３
年
生
の

飯
谷
綾
乃
さ
ん
の
作
品
に
決
定
し
た

こ
と
や
、
学
校
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
他
の
学
校
の
保
護
者
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
正
解
者
に

は
、
県
立
学
校
の
生
徒
が
商
品
化
し

た
品
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ
と
も

話
題
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
知
事

か
ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も

に
高
Ｐ
連
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待

す
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
敬
訪
問
以
外
に
も
平
成

30
年
７
月
30
日
に
は
校
長
会
と
共

に
、
教
育
委
員
会
に
対
し
て
平
成
31

年
度
予
算
に
対
す
る
要
望
を
行
い
、

災
害
に
対
す
る
備
え
の
充
実
や
、
教

育
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
十
分

な
予
算
確
保
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
の
学
習
環
境
の
改
善

と
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
て
尽
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
11
日（
水
）、
高
Ｐ
連
理
事
会

の
席
で
木
曽
川
高
校
、横
須
賀
高
校
、

松
蔭
高
校
、
鶴
城
丘
高
校
、
時
習
館

高
校
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
10
万

円
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
助
成
す
る
た

め
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
22
日（
金
）に
刈
谷
市
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
東
海
四
県

か
ら
1
，3
8
4
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

○
講
演

　
「�

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
」

　

�

梅
田
陽
子
氏
（
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ

ト
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

○
研
究
協
議

　
「
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

　
　

愛
知
県
立
鶴
城
丘
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

　
　

三
重
県
立
朝
明
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

○
来
年
度
の
東
海
大
会
は
岐
阜
県
で

開
催
し
ま
す
。

　

期
日
：
平
成
31
年
６
月
14
日（
金
）

　

会
場
：�

長
良
川
国
際
会
議
場
メ
イ

ン
ホ
ー
ル

　

例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
健
全
育
成

委
員
会
を
９
月
26
日（
水
）に
開
催
し

ま
し
た
。
県
警
察
本
部
少
年
課
に
よ

る
、「
少
年
非
行
の
概
況
、
立
ち
直

り
支
援
活
動
」
に
関
す
る
講
話
、
及

び
学
校
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
対
す
る
指
導
、
学
校
の
指
導
上

の
現
況
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

期
日
：�

平
成
31
年
８
月
22
日（
木
）、

23
日（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
：
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
他

こ
の
大
会
よ
り
、
日
程
が
変
更
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
東
海
大
会
報
告

健
全
育
成
委
員
会
開
催

来
年
度
の
第
69
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
京
都
大
会
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

愛
知
県
教
育
公
務
員
弘
済
会
奨
励
金

愛知県高P連 検索
http://www.aichikoupren.org

知事への表敬訪問
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タ
テ
の
カ
ギ

 

① �

物
事
が
起
こ
り
そ
う
な
気
配
。
春
の
○

○
○

 

② �

ア
メ
リ
カ
の
通
貨
単
位

 

③ �

足
の
速
い
人
の
こ
と

 

④ �

疲
れ
や
寝
不
足
で
目
の
周
り
に
出
現
す
る

 

⑥ �

常
滑
市
の
花
。
童
謡
「
た
き
び
」
に
も

登
場
す
る

 

⑧ �

多
く
の
関
心
や
興
味
を
集
め
て
い
る
状

態
。
○
○
○
の
話
題

 

⑨ 

武
士
や
力
士
の
頭
の
上
に
あ
る
も
の

 

⑩ 

腕
の
関
節
部
分
。
○
○
鉄
、
○
○
当
て

ヨコのカギ
 ① 人間の持つ基本的な 4つの感情

 ⑤ どじょうすくいには欠かせない道具

 ⑥ �磁石を使って砂場で集めるものとい

えば

 ⑦ 風林○○○

 ⑩ �類似した例や形容で表現すること。�

たとえ

 ⑪ �夜の数時間だけ白い花を咲かせる植

物。花言葉は「儚い美」

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
１
月
18
日
消
印
有
効
】

　

当
選
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
愛
知
県
立
足
助
高
校
の
生
徒
が

商
品
開
発
に
関
与
し
販
売
促
進
に
寄
与
し

て
い
る
「
と
よ
た
里
山
ジ
ビ
エ　

猪
肉
和

風
カ
レ
ー
」
を
発
送
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
本
県

の
教
育
活
動
の

充
実
に
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
元
気
な
愛
知
の
礎
と
な
る

の
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

県
立
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
４
月
か
ら
緑
丘
商
業
高
等
学
校

を
総
合
学
科
に
改
編
し
、
緑
丘
高

等
学
校
と
し
た
ほ
か
、
佐
屋
高
等

学
校
及
び
松
平
高
等
学
校
に
ラ
イ
フ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科
を
設
置
す
る
学

科
改
編
を
行
う
と
と
も
に
、
普
通
科

で
コ
ー
ス
の
新
設
や
改
編
を
行
う
な

ど
、
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
お
り
ま
す
。
特
別
支
援
学
校
に
つ

き
ま
し
て
も
、
本
年
４
月
に
大
府
も

ち
の
き
特
別
支
援
学
校
を
開
校
し
た

ほ
か
、
空
調
設
備
の
設
置
や
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
進
め
る
な
ど
、
教
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
子
供
た
ち
の
学
力
と
個
性
を
伸

ば
す
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
様
々

な
施
策
を
進
め
、
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
県
で
は
第
二
次
大
戦
中
、

ユ
ダ
ヤ
難
民
に
日
本
通
過
ビ
ザ
を
発

給
し
多
く
の
命
を
救
っ
た
杉
原
千
畝

氏
の
人
道
的
功
績
を
後
世
に
語
り
伝

え
て
い
く
た
め
、
杉
原
氏
の
母
校
で

あ
る
旧
制
第
五
中
学
校
、
現
在
の
県

立
瑞
陵
高
等
学
校
に
顕
彰
施
設
を
整

備
し
、
10
月
に
一
般
公
開
を
開
始
し

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
杉
原
氏
の
人
道
的
功
績
に

触
れ
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
思
い

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
県
の
諸
施
策
に
対
し
、
ど
う
ぞ

今
後
と
も
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昭
和
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
堀

場
で
す
。
日
頃

か
ら
本
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
生
活
の
中
で
は
人
間
関
係

を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
「
思
い
や
り
」

が
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
れ
で
は
思
い
や
り
と
は

ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
。
思
い
や
り
に
ま
ず
必

要
な
の
は
「
観
察
力
」
で
す
。
観

察
力
は
相
手
が
今
ど
ん
な
状
態
な

の
か
を
見
極
め
る
力
で
す
。
自
分

の
事
は
少
し
抑
え
て
、
ま
ず
相
手

が
ど
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
の

か
を
見
定
め
て
み
る
、
そ
れ
が
思

い
や
り
の
第
一
歩
で
す
。
次
に
必

要
な
の
は
「
想
像
力
」
で
す
。
相

手
が
何
を
感
じ
て
、
何
を
欲
し
て

い
る
の
か
は
そ
の
本
人
に
し
か
判

り
ま
せ
ん
。
相
手
の
気
持
ち
は
想

像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
想
像
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
想
像
の
基

と
な
る
の
は
そ
の
人
の
経
験
で
す
。

今
ま
で
の
体
験
で
得
ら
れ
た
経
験

の
中
か
ら
、
自
分
が
最
も
よ
く
似

た
状
態
に
置
か
れ
た
時
に
ど
う
思

い
ど
う
感
じ
て
い
た
か
を
重
ね
合

わ
せ
て
推
し
量
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
遭
っ
て

い
る
人
へ
の
共
感
―
シ
ン
パ
シ
ー

―
が
思
い
や
り
へ
の
原
動
力
と
な

り
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
、
嬉
し
い

こ
と
、
辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、

多
く
の
経
験
を
積
ん
だ
人
は
「
引

き
出
し
」
が
多
く
な
り
、
多
く
の

状
況
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
実
体

験
が
少
な
く
と
も
、
小
説
や
詩
を

読
む
、
映
画
を
見
る
な
ど
し
て
擬

似
的
に
経
験
を
積
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
思
い
や
り
の
源
が

相
手
へ
の
関
心
で
あ
り
、「
心
」
で

あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
心
の
美
し
さ
、
心
の
輝
き
は

お
金
で
買
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

培
わ
れ
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
で

し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
す
。

　

十
代
の
半
ば
か
ら
二
十
代
に
差

し
掛
か
る
ま
で
の
期
間
は
、「
心
」

を
成
長
さ
せ
る
に
は
と
て
も
良
い

時
期
で
す
。
そ
れ
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
親
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�
愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

　

思
い
や
り
の
源

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
副
会
長　

堀　

場　

文　

彰

◆事務局◆
名古屋市中区新栄一丁目４９番１０号

愛知県教育会館６階
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小
牧
南
高
校
は
、
昭

和
五
十
五
年
に
開

校
し
ま
し
た
。

　

東
名
高
速
道
路
小
牧
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
県
立
名
古

屋
空
港
に
ほ
ど
近
く
、
北
東

に
は
小
牧
山
、
す
ぐ
東
側
に

は
合
瀬
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。

　

本
校
は
、「
知
・
行
・
恕
」

の
校
訓
の
も
と
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
を
備
え
、
社
会
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
、
心
身

共
に
健
康
で
活
力
あ
る
人
間

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

は
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
の

研
究
指
定
校
と
し
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
授
業
改
善
を
進
め
、
生
徒

全
員
が
よ
り
深
く
学
び
、「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

を
磨
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

来
年
は
創
立
四
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
期
を
同
じ
く
し

本
校
は
、
平
成
十
七
年

四
月
、
知
多
高
校
と

知
多
東
高
校
が
統
合
し
て
、

知
多
翔
洋
高
等
学
校
（
全
日

制
課
程
総
合
学
科
）
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

各
学
年
七
ク
ラ
ス
、
全
校
二

一
ク
ラ
ス
の
編
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

二
年
次
か
ら
ラ
イ
フ
カ
ル

チ
ャ
ー
系
列
、
異
文
化
理
解

系
列
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
系
列
、

人
間
科
学
系
列
、
情

報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系

列
、環
境
科
学
系
列
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
系

列
、
数
理
科
学
系
列

に
分
か
れ
、
各
人
が

科
目
選
択
を
通
し
て

「
マ
イ
時
間
割
」
を

作
成
し
ま
す
。
様
々

な
学
校
設
定
科
目
が

開
講
さ
れ
て
お
り
、

少
人
数
教
育
や
充
実

し
た
設
備
が
魅
力
で

す
。
進
路
先
は
、
大

て
本
館
棟
の
大
規
模
改
修
工
事
も
行
わ

れ
、
よ
り
快
適
な
学
習
環
境
と
な
る
よ

う
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
四
つ
の
委
員

会
で
構
成
さ
れ
、
役
員
会
と
連
携
し
な

が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
生
徒

指
導
委
員
は
、「
０
の
日
」
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。進
路
指
導
委
員
は
、

土
曜
日
に
行
わ
れ
る
学
習
会
や
大
学
見

学
会
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
委
員
は
、
小
牧
市
市
民
会
館
で

学
、
短
大
、
専
門
学
校
、
就
職
と
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
は

盛
ん
で
、
行
事
も
多
い
の
で
、
充
実
し

た
三
年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
現
在
、
役
員
会
・

理
事
会
及
び
進
路
・
生
活
・
広
報
の
三

つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
活
動
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
、
交

通
安
全
指
導
・
あ
い
さ
つ
運
動
、
植
栽

活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
発
行
、
学
校

保
健
委
員
会
へ
の
参
加
（
心
肺
蘇
生

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
、
心
の
健
康
セ
ミ

毎
年
六
月
に
行
う
保
護
者
懇
談
会
の
企

画
・
運
営
や
、研
修
旅
行
の
企
画
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
健
委
員
は
、
生
徒
の
健

康
管
理
や
「
牧
南
祭
」
で
保
護
者
休
憩

所
「
Ｐ
’s
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
二
回
発
行
す
る
学
校

だ
よ
り
「
牧
南
」
に
保
護
者
と
し
て
の

思
い
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
生
方
と
協
力
し
て
よ
り
一

層
魅
力
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ナ
ー
）、
土
曜
学
習
会
・
補
習
資
料
費

の
集
金
、
学
校
祭
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画
な
ど
、

各
委
員
会
の
特
色
を
活
か
し
た
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
学
校
祭
の
、
夢
カ
ー
ド
貼
り
付

け
に
よ
る
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
（
生

徒
が
参
加
）、保
護
者
休
憩
所
（
飲
み
物
・

お
菓
子
を
保
護
者
に
提
供
、
先
生
方
と

の
懇
談
の
場
）
は
大
変
好
評
で
す
。

　

今
後
も
先
生
方
と
協
力
し
て
、
子
ど

も
達
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夢カード貼り付けによるお菓子のつかみ取り

牧南祭「P'sカフェ」

充 実し た 設 備

「知・行・恕」の校訓

自己を高め、地域とつながり、
未来を築く生涯学習社会

愛知県教育委員会 生涯学習課

愛知県立 知多翔洋高等学校 PTA 愛知県立 小牧南高等学校 PTA学 校 紹 介

公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団

☎ 052−261−9
ク ロ ー ナ イ

671
教 育 相 談

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容

　

平
成
29
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
４
４
１
件
で
、全
体
の
約
４
・

８
％
で
し
た
。

　

主
な
相
談
は
「
学
校
生
活
」
や
「
家
族

に
関
す
る
相
談
」
で
、
高
校
生
か
ら
の
相

談
の
約
29
％
を
占
め
ま
す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

　

平
成
29
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
４
９
３
件
で
、
保

護
者
全
体
の
約
19
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
「
性
格
や
行
動
に
関

す
る
相
談
」
で
１
４
８
件
あ
り
、
高
校
生

の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
約
30
％
を
占
め

ま
す
。

　

こ
の
「
性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
」

に
は
、
不
登
校
の
問
題
や
発
達
障
害
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
相
談
は
、子
ど
も
の「
学

校
生
活
に
関
す
る
相
談
」
で
１
１
６
件
・

約
24
％
で
す
。

　

三
番
目
が
「
進
路
・
適
性
に
関
す
る
相

談
」
で
74
件
・
約
15
％
で
す
。
多
く
の
保

護
者
が
悩
み
を
解
消
で
き
る
糸
口
を
模
索

し
て
お
り
ま
す
。

お 知 ら せ
　当財団では、このほかにも「不登校」
と「発達障害」をテーマに、専門家を
講師に迎えて、保護者が基礎的な知識
や子どもへの対応の方法を学ぶ面接相
談事業を実施しています。
　興味のある方は下記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
９
、
２
７
０
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

み
な
さ
ま
初
め
ま
し

て
、
広
報
委
員
長
の
堀
場

と
申
し
ま
す
。
日
頃
よ
り

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
・

ご
協
力
頂
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
第
92
号
高
Ｐ
連
だ

よ
り
は
、
28
年
度
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
編
集
方
針
を
継
承
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
学
校
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
掲
載
欄

の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
も
引
き
続
き

お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
は
高
Ｐ
連
だ
よ
り
31
号
外
の
編
集
に
移
っ

て
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
「
互
い
に
学

び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
が
あ
り
ま

す
。
本
年
は
応
募
・
投
票
と
も
、
容
易
に
で
き
る

よ
う
要
項
を
改
正
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　昨今の社会情勢の変化は大変大きいものとなっています。ス
マートフォンの進化や、AI や IoT などの情報通信技術が、私た
ちにとってこれほど身近になることを、10年前に予測できたで
しょうか。また、少子高齢化も進行し、本県においては65歳以
上の高齢化率が、平成24年に21％を超え、平成37年には26％
を超えると予測されており、既に超高齢社会に移行しています。
所得格差も拡大しており、子供や若者の貧困も問題となってい
ます。製造業が盛んな本県では全国的に見ても外国人県民の増
加が著しく、言語や文化、価値観の違いから地域社会にうまく
溶け込めないなどの課題も生じています。さらに、環境やエネ
ルギー問題など世界的規模で解決を図らなくてはならない課題
も生じており、これらの課題の解決に積極的に取り組むことが
求められています。このような社会情勢の変化を受け、平成25
年に策定した愛知県生涯学習推進計画を改定し、本年３月、愛
知県生涯学習推進計画（第２期）を策定しました。
　生涯学習課ではこれまでも、学習を通して県民の皆様が社会
の変化に対応しながら、豊かで活力のある生活ができるよう、
様々な施策を実施してきました。具体的な事業としましては、
子供たちの豊かな人間性や多様な個性を育むうえで重要な文化
芸術振興の一環である、愛知県高等学校総合文化祭「アートフェ
スタ」の実施、子供の不読率の改善に向けた読書活動の推進、
児童生徒の不登校等に対する相談活動の実施、家庭教育の支援、

「放課後子供教室」に代表される地域住民等の協働による子供
たちの放課後における居場所づくり、外国人県民に対する日本
語の学習支援、中学校卒業後の進路未定者や高等学校中退者に
対する高卒認定試験合格等を目指した「若者・外国人未来応援
事業」の実施等、広範に渡っています。今後も、第２期計画策
定の背景を踏まえつつ、「自己を高め、地域とつながり、未来
を築く生涯学習社会」の形成を目指して、様々な取組を実施し
てまいります。
　各校のＰＴＡの皆様におかれましては、本課の事業への御理
解・御協力をいただきますとともに、社会全体で子供の教育を
担っていくために、これからも多様な立場で子供や地域に関
わっていただきますよう、お願い申し上げます。

委
員
長　

堀
場
文
彰
（
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和
）

委　

員　

和
久
康
子
（
小
牧
南
）

　
　
　
　

新
郷
孝
廣
（
知
多
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洋
）

　
　
　
　

中
根
利
幸
（
加
茂
丘
）

　
　
　
　

伊
藤
浩
一
（
豊
橋
南
）

広 報 委 員


